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■　特集　インバウンド ～日本に活力を

アジアチックで親しみやすい大阪

―― こちら（大阪商工会議所）に来る前に、難波か
ら心斎橋までミナミの商店街を歩いてきたのです
が、８割ぐらいは外国人旅行者だったでしょうか。

３～４年前から本当に目立つようになりました

ね。昨年の 1111 万人の内訳は、中国が約 400 万

人（36%）、韓国が 241 万人（22%）、台湾 140 万

人（13%）などで、特にアジアからの旅行客が多

いことが特徴です。増えた理由を５つ挙げるとす

れば、第１にLCC（格安航空）です。11 年前、関

空に第２滑走路ができたころ、よく言われたのは

「４千メートル級の滑走路が２本なんて、１本で

も多いのに」。それが強みに変わり、LCCが次々

と乗り入れるようになりました。

第２に特に中国、韓国からみて、大阪は東京よ

り地理的に近いこと。飛行機だと東京より正味

40 ～ 50 分短い時間で来れます。

第３にリピーターが増えていること。１度来た

人たちが気に入ってファンになってくれる。大阪

の街ってアジアチックじゃないですか（笑）。

―― たしかに、看板とか派手ですね。

違和感がなく親しみやすいんだと思います。そ

れと何より大阪人気質。フレンドリーで外国人に

も親切です。

要望に合わせたら好循環が

第４に大阪の中心繁華街の道が碁盤の目状に

なっているので、歩きやすく観光しやすい。特に

ミナミは、グリコの看板とか目立つものを目印に

歩いていけば迷子になりにくいと言われていま

す。同じ大阪の繁華街でもキタは地下街が広いの

で、外国人には分かりにくいようです。

第５に個々のお店が外国人に喜んでもらえるよ

う励んでいる。片言の中国語や韓国語を覚えたり、

看板やメニューなどの表記を多言語化したり。免

税への対応はもちろんのこと、WeChatPay、アリ

ペイをはじめとするキャッシュレス対応にも積極的

に取り組んでいる商店街が多いです。キャッシュ

レス化は設備投資にそれほどの費用がかからなく

なっており、これからますます進むでしょう。外

国人の要望に合わせたサービスや商品の評判が口

コミやSNSで広がって、ますます大勢の人たち

が訪れる。こうした好循環ができ上がっています。

―― 食も人気の要因ではないですか。

道頓堀の周辺なんかはある意味、食のテーマ

パークというかフードコートというか。大阪は長

年ラーメン不毛の地と言われてきたんですが、外

国人に人気のあるラーメン店も激増しました。も

ちろん、タコ焼き、お好み焼き、串カツも。しか

しながら、まだまだ外国人観光客の食事の単価が

大阪人気質がウケている
昨年、大阪を訪れた外国人旅行者は 1111 万人。５年間で
５倍以上に増えた。日本の主要都市の中で１番伸びている。
その理由を、大阪商工会議所の中野亮一さんに聞いた。
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